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～
時
の
玉
手
箱
～

新
緑
の
眩
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

世
情
厳
し
く
、
コ
ロ
ナ
禍
勢
い
と
ど
ま
り
知
ら
ず

の
状
況
下
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、
山
笑
う
が
如
し
の

美
し
い
山
河
に
目
を
向
け
、
ほ
ん
の
少
し
振
り
向

い
て
み
ま
せ
ん
か
…
。

体
の
免
疫
力
は
食
の
み
に
あ
ら
ず
、
心
身
の
快

復
力
は
、
自
然
の
営
み
を
振
り
向
く
回
数
と
比
例

し
て
い
る
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
の

で
す
。
外
出
の
抑
制
下
に
あ
っ
て
は
日
常
そ
の
も

の
が
ま
ま
な
ら
ず
、
智
恵
の
い
る
こ
と
に
ご
ざ
い

ま
す
が
、
狭
庭
で
も
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
で

も
、
通
勤
の
帰
路
往
路
の
街
路
樹
に
も
、
ち
ょ
っ

と
目
を
向
け
る
意
識
を
も
っ
て
頂
け
る
と
、
以
外

と
自
然
は
身
近
に
あ
る
も
の
で
す
。

空
を
仰
ぎ
、
山
河
に
親
し
み
、
豊
か
な
季
節
の

声
に
、
ほ
ん
の
少
し
耳
を
澄
ま
し
て
み
ま
せ
ん
か

…
。
少
し
振
り
向
く
時
間
を
持
つ
だ
け
で
、
免
疫

力
の
手
立
て
に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

時
と
い
う
も
の
の
過
ご
し
方
、
コ
ロ
ナ
禍
事
情

の
家
時
間
、
ど
う
豊
か
に
す
ご
す
か
が
、
勝
負
の

し
ど
こ
ろ
か
と
存
じ
ま
す
。
…
と
偉
そ
う
な
こ
と

を
口
に
は
い
た
し
ま
し
て
も
、
わ
た
く
し
と
て
飲

食
業
と
同
じ
、
拙
庵
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
三
密

を
避
け
る
工
夫
、
手
立
て
、
諸
々
の
限
界
も
感
じ

つ
つ
、
参
加
者
お
一
人
お
一
人
の
御
自
覚
と
意
識

の
高
さ
に
頼
る
こ
と
大
な
る
日
々
に
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
り
な
が
ら
、
時
間
と
い
う
も
の
の
玉
手
箱
、

ち
ょ
と
振
り
向
い
て
そ
っ
と
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
、

日
常
の
足
許
に
あ
る
も
の
ば
か
り
の
よ
う
に
も
思

え
る
の
で
す
。

金
銭
的
な
圧
迫
感
は
禁
じ
得
ま
せ
ん
が
、
無
か

ら
有
を
生
む
智
恵
も
、
精
神
的
な
免
疫
力
も
、
こ

の
長
き
に
渡
る
非
常
事
態
の
中
、
自
ず
と
培
わ
れ

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

な
す
す
べ
も
な
き
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
深

～
く
息
を
吸
っ
て
吐
く
、
こ
の
深
呼
吸
を
朝
に
晩

に
実
行
し
て
み
ま
せ
ん
か
…
。
瑞
峯
院
の
昌
道
御

老
師
も
「
深
呼
吸
は
只
だ
よ
」
と
い
つ
も
爽
や
か

な
笑
顔
で
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

マ
ス
ク
余
儀
な
き
日
々
ゆ
え
忘
れ
が
ち
に
ご
ざ

い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
、
新
緑
の

清
々
し
い
空
気
の
許
、
深
呼
吸
を
習
慣
づ
け
て
み

ま
せ
ん
か
…
。
そ
し
て
い
つ
も
申
し
ま
す
よ
う
に

笑
顔
だ
け
は
人
間
さ
ん
の
特
権
に
ご
ざ
い
ま
す
。

で
も
マ
ス
ク
の
日
常
は
こ
の
特
権
さ
え
乏
し
く
さ

せ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
ね
。

今
と
い
う
日
常
を
心
か
ら
微
笑
み
、
笑
顔
は
困

難
こ
の
上
な
き
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
程
か

ら
申
し
ま
す
よ
う
に
、
免
疫
力
を
高
め
る
手
立
て

と
し
て
最
も
効
果
の
あ
る
の
が
、
心
か
ら
の
笑
顔

な
の
で
す
。
何
を
ど
う
努
力
し
、
注
意
す
る
こ
と

よ
り
も
効
果
高
き
特
効
薬
に
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
の
微
笑
み
は
目
に
も
、
指
先
の
末
端
ま

で
も
現
れ
る
も
の
で
す
。
お
声
の
ト
ー
ン
一
つ
に

も
…
。
皆
々
、
意
識
一
つ
で
実
行
で
き
る
も
の
ば

か
り
、
有
難
い
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
の
物
語
の
場
面
で
あ
っ
た
か
忘
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
上
の
人
物
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、
偉
業
を
成
し
た
そ

の
人
に
王
様
が
褒
美
を
与
え
よ
う
と
し
て
、
望
み

の
も
の
を
申
し
て
み
よ
…
と
の
問
答
の
く
だ
り
の

折
、
彼
が
言
っ
た
言
葉
は
「
そ
こ
を
ど
い
て
く
れ



れ
ば
良
い
」
と
一
言
、
唐
突
に
そ
ん
な
シ
ー
ン
を

想
い
出
し
ま
し
た
。

王
様
は
彼
が
壁
に
も
た
れ
て
太
陽
を
浴
び
て
い

た
、
そ
の
日
差
し
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た

の
で
す
。
貧
し
い
身
な
り
の
彼
は
人
間
に
と
っ
て

何
が
大
切
か
を
知
っ
て
い
る
哲
学
者
で
あ
り
、
一

方
、
国
を
支
配
す
る
権
力
者
に
は
理
解
し
が
た
い

端
的
な
シ
ー
ン
で
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。中

学
生
の
頃
の
六
十
年
余
の
前
の
事
な
が
ら
、

妙
に
克
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

日
常
と
い
う
も
の
が
日
常
で
な
く
な
っ
た
と
き
、

只
今
そ
の
も
の
が
日
常
で
あ
る
こ
と
は
、
肯
堅
く
、

今
迄
の
日
常
を
引
き
ず
る
こ
と
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

の
長
期
化
は
、
心
身
共
に
疲
弊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

今
の
日
々
を
日
常
と
し
て
受
け
入
れ
、
豊
か
な

時
間
を
過
ご
す
手
立
て
を
工
夫
、
只
今
こ
そ
人
間

力
の
出
し
処
か
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
！
時
の
玉

手
箱
を
そ
っ
と
開
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
日
常
の

足
許
に
あ
る
も
の
ば
か
り
、
意
識
一
つ
で
心
の
豊

か
さ
は
、
振
り
向
け
ば
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

三
月
、
四
月
と
芽
吹
き
の
勢
い
を
借
り
て
、
私

達
も
自
然
と
共
に
蘇
生
し
、
五
月
の
爽
や
か
な
空

気
を
吸
い
ま
し
ょ
う
。

五
月
！
良
い
季
節
で
す
。

各

種

教

室

喜
寿
の
会
（
六
月
の
部
）
は
、

十
一
月
に
延
期
と
い
た
し
ま
す
。

東
金
教
室

皐
月
茶
事
（
初
風
炉
の
点
心
）

五
月

八
日
（
土
）
準
備

五
月

九
日
（
日
）
～
十
一
日
（
火
）

開

始

午
前
九
時

席

入

正
午

大
網
駅
迎
え

午
前
八
時
半

水
無
月
茶
事
（
花
遊
び
）

六
月
十
二
日
（
土
）
準
備

六
月
十
三
日
（
日
）
～
十
五
日
（
火
）

開

始

午
前
九
時

席

入

正
午

大
網
駅
迎
え

午
前
八
時
半

会
費

一
万
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
二
千
円
（
単
発
参
加
者
）

○
連
日
研
修
者
は
、
翌
日
は
五
千
円
で
参
加

で
き
ま
す
。

京
都
教
室

瑞
峯
院
餘
慶
庵

皐
月
茶
事
（
初
風
炉
の
点
心
）

五
月
一
日
（
土
）

午
前
準
備

午
後
料
理
実
習

五
月
二
日
（
日
）
～
四
日
（
火
）

正
午
茶
事

研
修
者

午
前
九
時

席

入

午
前
十
一
時
半

コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
、
席
中
五
名
、

水
屋
五
名
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

八
瀬
に
て

五
月
五
日
（
水
）

南
方
録
、
利
休
会
記
再
現
料
理

五
月
六
日
（
木
）
午
前
・
灰
型
特
別
講
習

午
後
・
自
由
稽
古

茶
事
教
室
会
費

二
万
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

二
万
三
千
円
（
年
三
回
以
上
参
加
）

二
万
五
千
円
（
単
発
参
加
者
）



八
瀬
の
貴
素
の
会

八
瀬
の
ま
な
び
や
に
て

水
無
月
の
会

六
月
五
日
（
土
）
準
備

六
月
六
日
（
日
）
～
七
日
（
月
）

食
品
十
一
品

六
月
六
日
（
火
）
利
休
会
記

六
月
七
日
（
水
）
自
由
稽
古

※
貴
素
の
会

会
費

レ
ギ
ュ
ラ
ー
会
員

全
日
程
参
加
者

一
万
円

単
発
会
員

一
日
五
千
円
、
半
日
三
千
円

※
八
瀬
の
ま
な
び
や
の
宿
泊
は
、

コ
ロ
ナ
対
応
の
為
中
止
し
て
お
り
ま
す
。

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

目
黒
・
羅
漢
寺

五
月
十
五
日
（
第
三
土
曜
）

六
月
十
九
日
（
第
三
土
曜
）

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円
（
昼
食
・
一
服
）

三
千
円
（
会
の
み
）

柏
グ
ル
ー
プ
（
柏
の
葉
公
園
内
会
議
室
）

五
月
十
九
日(

第
三
水
曜)

六
月
十
六
日(

第
三
水
曜)

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円
（
昼
食
・
一
服
）

三
千
円
（
会
の
み
）

栃
木
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

五
月
二
十
日(

第
三
木
曜)

六
月
十
七
日(

第
三
木
曜)

会
費

五
千
円
（
昼
食
代
別
料
金
）

湯
河
原
教
室

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

初

日
・
旬
の
食
材
を
楽
し
む
会

二
日
目
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

五
月
十
六
日(

第
三
日
曜
と
そ
の
続
き)

五
月
十
七
日
（
第
三
月
曜
）

六
月
二
十
日(

第
三
日
曜)

→
変
更
い
た
し
ま
す

六
月
二
十
一
日(

第
三
月
曜)

会
費

五
千
円
（
一
日
の
み
）

八
千
円
（
二
日
間
）

※
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
は
お
さ
ま
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
御
自
分
の
体
調
、
家
族
の
状
況
な
ど
お
考

え
い
た
だ
き
、
御
参
加
を
御
願
い
し
ま
す
。

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
防
止
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

万
一
、
体
調
不
良
の
場
合
は
、
参
加
を
御
遠
慮

く
だ
さ
い
。


